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１．はじめに 
高架橋を走行する列車から発生する振動が，構造物を通じ地盤に伝播し地盤振動の問題を発生させる場合が

ある．特に，新幹線走行に伴う地盤振動に対しては，「環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策について

（勧告）」 [1]に基づき，必要な対策を施している．新幹線の高速化に伴い，環境問題として地盤振動問題が生

じることが懸念される．これについては列車速度の増加に伴う地盤振動の変化をあらかじめ予測することが

重要である． 
本報では地盤条件の異なる箇所で測定した，列車速度増加に伴う地盤振動の挙動について報告する． 

２．測定概要  
図 1,2は計測対象となった 2 箇所の高架橋の構造と N 値を示している．図 1の A 高架橋（以下 A）は N 値

30～50 程度の硬質地盤上で直接基礎構造の桁式高架橋となっており，図 2 の B 高架橋（以下 B）は表層から

約 6m の範囲は，N 値 5 程度の軟弱地盤，それ以深は，N 値 40 程度の支持層で RC 杭を打設した杭基礎構造の

桁式高架橋となっている．地盤振動の計測について，振動レベル計は 2 基の橋脚間で，下り線軌道中心から

12.5m 離れた地点に設置し，計測を行うことを基本としたが（図 3），B においては下り線側に構造物等があ

り，周辺状況から上り線から 12.5m の地点に設置した（図 4）．測定距離に差異はあるものの，今回は地盤条

件および速度増加に伴う振動レベルの挙動を相対的に確認することを目的としているため，相対振動レベル

として比較，考察を行った．A 及び B に 10 両編成（車両長 25m）の新幹線を下り線に約 317~370km/h の速度

で走行させ，地盤振動の計測を行った． 

図１ A 高架橋の構造と N値 
図２ B 高架橋の構造と N値 

図３ 地盤振動測定点（A） 図４ 地盤振動測定点（B） 
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３．測定結果 
図 5は A における列車速度 317km/h，370km/h の 1/3 オクターブバンドスペクトル，図 6は B における列車

速度 317km/h，370km/h の 1/3 オクターブバンドスペクトルである．A，B とも 317km/h では 10Hz 付近で振動

のピークが表れているが，370km/h ではピーク周波数が 8Hz，12.5Hz 付近に移行している．8Hz，10Hz，12.5Hz
は，ほぼ「列車速度/車両長（1 両）×整数倍」に近しい値となっていることから，地盤振動の周波数特性は列

車速度に影響を受けていることがわかる．A では，高周波数側の振動レベルが高くなっており,地盤が固いこ

とから低周波数側は伝わり難く，高周波側が伝わりやすいためと考えられる．B では，10Hz 以上の高周波数

側はピーク周波数の振動レベルよりも低くなっており，地盤が柔らかいことから高周波数側が伝わり難くな

ったためと考えられる．  
図 7に A，B における列車速度と振動レベルの最大値を 0db として正規化した相対振動レベルを示す． A，

B ともに速度が増加するにつれ振動レベルが頭打ちとなっていることがわかる．これは感覚補正によって高周

波数側の振動レベルが補正されているため，A，B では速度ごとにそれぞれピークとなった 10Hz，12.5Hz の

振動レベルが大きく影響しているためである．また，A についてはピークの振動レベルとともに高周波数側の

振動レベルも影響しているが，速度が増加してもほぼ同程度の値で振動レベルが推移していることから，頭打

ちになったと考えられる．330km/h で一部測定のばらつきが見られるものの，今回測定した列車速度の範囲内

では，速度増加に伴う振動レベルの明確な増加はみられなかった． 

４．まとめ 
新幹線高速化に伴う地盤振動について，今

回の測定条件の範囲では，列車速度の増加が

地盤振動の周波数特性に大きく影響している

ことがわかった．また，速度増加に伴った振動

レベルの明確な増加はみられず，速度が増加

するにつれて，振動レベルが頭打ちとなった． 
今回は地盤の特性による地盤振動にのみ着

目したが，今後は橋脚振動との関連性につい

ての評価行うなど検討を深度化していく必要

がある． 
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図５ 1/3 オクターブバンドスペクトル（A） 図６ 1/3 オクターブバンドスペクトル（B） 

図７ 相対振動レベル－列車速度 
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